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南極の湖底堆積物は、海水準や氷床変動などの古環境を復元するための貴重な地質学的アーカイブである。し

かし、南極の湖沼において、1つの湖の詳細な古環境復元を複数の湖底堆積物コア試料から試みた例は少な

く、海水準変動をはじめとする外的要因に対する湖沼内で応答の違いについて詳細な検討はなされていな

い。本研究では、1つの湖沼から採取された複数の堆積物コア試料から海水準変動に対する湖沼内の環境変化

を復元することを目的とした。第61次日本南極地域観測隊の地形調査では、東南極リュツォ・ホルム湾のラン

グホブデに位置するぬるめ池において4本の堆積物コア試料を採取した（石輪ほか、2020）。最深部（約16

m）のコアは湖盆上の地形で採取され、他のコアは比較的浅い（約8–5 m）谷状の地形で採取された。ぬるめ

池は成層構造を有しており、異なる深度のコア試料分析により過去の成層構造の変化を復元可能である。放射

性炭素年代測定の結果、完新世の古環境変動が復元可能であることが示された。本研究では堆積層解析、CTス

キャンやXRFによる非破壊分析、および珪藻分析から過去の水塊構造の変化を推定した。また、GIAモデルに

より海水準変動史を求め、海水準変動がぬるめ池に及ぼす影響を評価した。本発表では、堆積物コア試料から

復元された古環境変動と海水準変動との関連性について議論する。 
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